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 集合時刻のだいぶ早くから会場を訪れ、友だちと談笑しながら緊張をほぐしている生徒、時間

いっぱいまで参考書や問題集をチェックしている生徒と様々でしたが、検定が始まると会場は

凛とした緊張感に包まれ、問題用紙を繰る音と、マークシートを塗る音だけが響いていました。 

 筆記試験が 50 分、リスニング試験が 25分の一次試験に、8 中学校から集まった生徒たちは 

集中力を切らすことなく最後まで全力で取り組んでいました。 

 この「英検 3 級にチャレンジ～Daito English Trial～」は、生徒の英語学習への意欲向上と

基礎的な学習内容の定着を図ることを目的として、実施しています。 

これからの社会を生きていく子どもたちは、中学 3 年生の段階で英検 3 級程度の力をつけて

おくことが望ましいとされています。今回、チャレンジした生徒が全員この一次試験に合格し、

二次試験に進んでくれることを願っています。 

 また、この日、今回は「英検 3 級にチャレンジ～Daito English Trial～」には挑戦しなかっ

たけれど、自分の通っている中学校等で、希望する級にチャレンジした生徒もたくさんいまし

た。自分の持てる力を精一杯発揮して、少し上の目標に向かってチャレンジする姿勢はすばらし

いです。 

気持ちを、これからも持ち続けてほしいですね。 
 これからも、学校の英語の授業に積極的に参加

し「聞く」「話す」「読む」「書く」の 4 技能※を

バランスよく身につけていってほしいと思いま

す。 

 

※新学習指導要領では、「話す」が「やり取り」と「発

表」の 2 つに分かれ、5 領域になります。 

 10 月 7 日（土）に大東市立市民会館キラリエホール

において「英検 3級にチャレンジ～Daito English Trial

～」を実施しました。 

 大東市立中学校の中学 3 年生の生徒が対象です。 

 1 学期に、大東市版の英検「Hop 検定」(日本実用英語

検定 5 級相当)の検定を受けた後、7月末に行った大東市

版英検「Step 検定」(日本実用英語検定 4級相当)に合格

した生徒 195名が挑みました。 


